令和４年度 事業報告書
 社会福祉法人若草会
コロナ禍３年目となった令和４年度は、重症者は少ないが感染者数がこれまでと比較にならないくらいの規模の第７波により、当法人の入所介護施設、通所介護施設、保育園・こども園、障害通所施設の運営に大きな影響を与えた。保育園・こども園ではクラスターが発生した際は、クラス単位での休園措置を取ったが、委託料収入には影響を受けなかった。しかし、介護施設においては、クラスターが発生すると営業を休止しなければならなかったことで、ショートステイやデイサービスにおいて収入減につながった。また第８波においては、第７波の際の教訓を活かした対応ができたものの、感染力の強さを改めて感じることとなった。
職員研修については、コロナ対応の為、施設内研修は各事業所にて実施し、施設外研修はWeb研修が中心となった。Web研修は参加しやすいというメリットはあるものの、他施設との情報交換ができないデメリットもあり集合研修の重要性も感じた。
コロナ感染症対策のための物品購入に加え、ロシアのウクライナ侵攻による原材料の高騰や円安による物価高騰が当法人においても経費を圧迫した。電気代、燃料費、食材費、消耗品代、修繕費などのすべてにわたる単価が高くなった。
令和４年４月事業開始の障がい者グループホーム創生の里においては令和４年１０月に満床となったものの収支的には赤字となった。また相談支援事業所創生の里においては、利用者数を増やすために、障害児の相談支援も対応できるようにしたが思うようには数字が伸びなかった。令和４年６月には児童発達支援といろを開所し、当法人保育園・こども園の発達障害のある園児たちの支援を行った。
職員の確保については、新卒者の応募が少ない中、中途採用者で対応した。特に介護施設においては近年新卒者の入職が少なく、令和４年度は１名であった。これらの要因もあり技能実習生の受け入れを進めているが、特別養護老人ホーム創生の里に加え、グループホームふく福でもミャンマーからの技能実習生を２名入れ、大きな戦力となった。
介護保険施設、高齢者施設、障害者施設において、年度当初の事業活動収入見込み額は10億6,400万円であったが、実績としては10億1,800万円となり、約4,600万円の減収となった。このうち、コロナ感染症のクラスター発生により休業したことによる減収は1,430万円程と見込まれる。
保育園・こども園の年度当初の事業活動収入見込み額は5億3,300万円であったが、実績としては5億4,800万円となり、約1,500万円の増収となった。これは委託料の単価が上がったためである。
法人全体としては、16億4,100万円の年度当初事業活動収入見込み額が、決算として16億1,100万円となり、約3,000万円の減収となった。事業活動支出においては、14億4,600万円の見込み額が、14億5,500万円となり900万円の増加となった。令和３年度の全国の社会福祉法人のサービス活動増減差額率は2.5%に対して、当法人の令和４年度のサービス活動増減差額率は4.65%と良好な状態であった。一方で令和３年度の全国の社会福祉法人の人件費率は66.4%に対して、当法人の令和４年度の人件費率は68.7%と高かった。
